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査結果と
民懇話会
を考える

Ｑ 

あ
な
た
に
と
っ
て
狭
山
市
は「
住
み
や

す
い
ま
ち
」だ
と
思
い
ま
す
か

　
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
」を

含
め
る
と
、６
割
以
上
の
方
が「
住
み
や
す

い
」と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　市では、第3次狭山市総合振興計画中期基本計画の策

定にあたり、市政に関する市民の意向などを把握し、計

画策定に反映させることを目的として、市民意識調査

を行いました。今回行った調査は、市政への関心や生涯

学習への参加状況、行財政改革についてなど7項目・全

21問で、ほかに自由回答欄も設けました。調査にご協

力いただいた皆さん、大変ありがとうございました。

　今月は、その調査結果（単純集計）の概要と7月26日

から8月23日まで市内11会場で開催したふれあい市民

懇話会の中で、市民の皆さんからいただいた市政への

意見の一部をお知らせします。そして、今後の狭山市に

ついて、皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

Ⅰ 

７
割
の
方
が
市
政
に「
関
心
」を 

〜
住
み
や
す
さ
・
市
政
へ
の
関
心
〜

Ｑ 

あ
な
た
は
市
政
に
ど
の
程
度
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
か

　
「
少
し
は
関
心
が
あ
る
」を
含
め
る
と
、約

７
割
の
方
が
、市
政
に
対
し
て
関
心
を
持

っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

あ
な
た
は
狭
山
市
に
関
す
る
情
報
を

主
に
何
に
よ
っ
て
知
り
ま
す
か

　

９
割
の
方
が
市
政
に
関
す
る
情
報
を

「
広
報
さ
や
ま
」か
ら
入
手
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
へ
望
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
サ
イ
ト
で
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

「
証
明
書
な
ど
の
申
請
」（
41
・
８
％
）が
も

っ
と
も
多
く
、次
い
で
、「
災
害
時
の
安
否

確
認
な
ど
の
伝
言
板
」（
40
・
３
％
）、「
各
種

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
」（
34
・
０
％
）と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、約
４
割
の
方
が
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
て
い
て
、携
帯
電
話
を
利
用
し
て
い

る
方
は
約
７
割
で
し
た
。

Ⅱ 

市
の
情
報
は「
広
報
さ
や
ま
」が
９
割 

〜
市
政
の
情
報
を
得
る
〜
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市民と協働のまちづくりを目指して

市民意識調
ふれあい市
今後の狭山

Ｑ 

あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
。ま
た
は
、取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
か（
そ
れ
ぞ
れ
上
位
５
つ
）

　

多
く
の
方
が
日
ご
ろ
か
ら
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

▼
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
・
啓
発
活
動 

▼
ご

Ⅲ 

４
割
以
上
の
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に　
〜
市
民
参
加
に
よ
る
活
動
〜

市民意識調査の概要
調査対象市内在住の満20歳以上の男女
調査人数3,000名
 （住民基本台帳から無作為抽出）
有効回答数（回収率）1,538件（51.3％）
調査方法郵送配布・郵送回収
調査時期6月30日㈭～7月13日㈬
※ 回答率は、すべて百分率で表し、小数点
第2位で四捨五入しているため、回答
比率の合計値が100.0％にならない場
合があります。また、複数回答の場合
は、回答比率の合計値が100.0％を超え
る場合があります

ふれあい市民懇話会の概要
開催期間7月26日㈫～8月23日㈫のうち
　　　　11日間
開催場所市役所、公民館など市内11会場
開催内容
① 財政状況・行財政改革の実施状況・総
合振興計画と中期基本計画の策定
スケジュールなど市からの説明
② 「これからの地域と狭山市のこと」を
テーマとした市民と市長との懇話会
参加人数467名

み
拾
い
な
ど
環
境
美
化
活
動 

▼
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
活
動 

▼
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開

催 

▼
教
養
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
活
動

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
活
動

▼
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
活
動 

▼
自
然

環
境
を
守
り
育
て
る
活
動 

▼
教
養
や
知

識
を
身
に
つ
け
る
学
習
活
動 

▼
高
齢
者

や
障
害
者
へ
の
支
援
活
動 

▼
防
災
活
動

Ｑ 

そ
の
よ
う
な
活
動
は
、市
民
・
市
役
所

の
ど
ち
ら
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
か（
そ
れ
ぞ
れ
上
位
５
つ
）

　

行
政
と
市
民
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
役
割

が
あ
る
と
皆
さ
ん
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

市
民
が
中
心

▼
イ
ベ
ン
ト
や
ま
つ
り
の
開
催 

▼
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
活
動 

▼
ご
み
拾
い
な

ど
環
境
美
化
活
動 

▼
子
ど
も
達
と
ふ
れ

あ
う
世
代
間
交
流
活
動 

▼
教
養
や
知
識

を
身
に
つ
け
る
学
習
活
動

市
役
所
が
中
心

▼
職
業
訓
練
や
就
労
支
援
の
活
動 

▼
行

財
政
改
革
を
推
進
す
る
活
動 

▼
違
法
駐

車
・
放
置
自
転
車
の
防
止
活
動 

▼
市
民
活

動
の
情
報
を
発
信
す
る
広
報
な
ど
の
活
動 

▼
高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
人
へ
の
支
援
活
動

市
民
と
市
役
所
が
一
緒
に

▼
自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
活
動 

▼
防

災
活
動 

▼
ご
み
拾
い
な
ど
環
境
美
化
活

動 

▼
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
活
動 

▼
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
・
啓
発
活
動

●市民の行政に対する関心が低い。興味を引くようなアピールを考えて
ほしい ●教育や職場など魅力が増せば、若い人が定住するのではないか 
●市民ニーズを的確にとらえるための聴聞会などの開催と、その結果に
基づいた計画の策定をお願いしたい ●地区センターを充実させるため
に、公民館との兼務の是非やあり方について検討してほしい ●地区セン
ターを中心にして、創意工夫で地域づくりを進めていることは評価でき
る ●労働の即戦力として外国人をの力を生かしてはどうか ●たばこや
ごみなどポイ捨て禁止の徹底で、きれいなまちづくりを進めてほしい
 （会場アンケートを含みます・政策関連は5ページに掲載）

市民と協働のまち

声


